
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回の号外でお知らせ・募集しました『ふれ

あいネットワーク事業運営委員会』。皆様のご

協力をいただいて、９名の運営委員が決定いた

しました。ありがとうございました。 

 早速６月末から委員会の活動を開始してい

ます。そして、８月には運営委員の皆さんのア

イディアを活かしたイベントを開催するなど、

活動が着実に形となってきています。 

今後も運営委員と事務局とが一体となって、

より楽しく魅力的なイベントを目指して活動

していきます。また、今後も会員である皆さん

の声を聴かせていただき、イベントの企画・運
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福島市国際交流協会は、市民と在住外国人との交流や外

国から福島市に来た方々の支援を行うなど様々な活動

を行っています。一緒に楽しみながら交流しませんか？

詳しくは、本号の最後のページ、もしくは 

http://www.f-ifa.jp/をご覧ください。  

お問い合わせ、お申し込みは事務局（℡525-3739、 

kikaku@mail.city.fukushima.fukushima.jp）へ！！

８月ふれあいイベント「もも狩りと民家園見学」のひとコマ

営に活かしていきたいと思っております。 

 これからも、皆様のご協力をよろしくお願い

いたします！！ 
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５月 荒川フェスティバル

６月 福島市国際交流協会総会 

外
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５月１０日（土）に荒川桜づつみ河川公園で開催された荒川

フェスティバルに『ふれあいテント』を出展しました。外国

語ジャンケンやカーリングゲームといったインターナショナ

ルなアトラクションに多くの方々が挑戦してくれました。オ

リジナル缶バッチづくりも行われ、F-IFA と一般市民が楽し

く触れ合えた、盛り沢山な交流の日となりました。 

６月１日（日）に行われた「平成２０年度福島市国際交流協会総会」の模様についてご紹介します。

飯野町国際交流ネ

ットワークの皆さ

んに、「地域からの

国際交流」をテーマ

にご講演いただき

ました。 

昼食会で振舞われ

たインド・ネパー

ル・インドネシアの

カレー！それぞれ

特長のある美味し

いカレーで、会員の

皆さんにも満足し

て い た だ け ま し

た！！

活発な意見交

換も行われま

した。いただい

たご意見を運

営委員会で実

際の活動に反

映させていき

ます。 

最後は恒例『地球の

輪』。みんなそれぞれ違

っても、力を合わせれ

ば大きな輪ができま

す。これからも皆さん

の協力をいただきなが

ら多文化共生の輪を広

げていきたいと思って

おります。 
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８月 もも狩りと民家園見学 
福島市民家園と飯坂・安斎果樹園を訪れる

ふれあいイベントが８月１０日（日）に 

開催されました。（参加者２７名） 

 

 

 

「スポーツの秋」「文化の秋」です！ 

誰でも気軽に参加できるスポーツを通して世界を感じてみませんか？ 

スポーツで体を動かした後は、いも煮を囲んで交流を深めましょう！ 
 

日 時：９月２３日（火）秋分の日 祝日 ９時～１５時 

集合場所・会場：福島市清水学習センター（御山字松川原５－１、下記地図参照） 

内  容：午前…世界のスポーツ（日本の「鬼ごっこ」のような簡単に参加できるもの etc.） 

午後…いも煮会（福島のいも煮と世界の鍋をご用意します！） 

参 加 費： 会員 一般 

個人で参加 ５００円（小学生以下は無料） １，０００円（小学生以下は５００円） 

１，０００円 ２，０００円 
家族で参加 

（保護者同伴のうえ、１家族４名まで上記の参加費となります。） 
会員になるとイベントの参加費がグッとお得に。この機会に是非ご入会ください！詳しくは４ページをご覧ください。 

定 員：４０名 

持 ち 物：どんぶり、はし（エコにご協力を！）、 

タオル、室内シューズ（お持ちの方のみ。 

スポーツははだしでも参加できます。） 

そ の 他：動きやすい服装でお越しください。 

申 込 み：９月１９日（金）までに福島市国際交流協会 

(TEL 525-3739、FAX 525-3194、 

E-mail kikaku@mail.city.fukushima.fukushima.jp) 

 へお申し込みください。 

ボランティアガイドさんの説明を

受けながら民家園を見学しました。

福島市が全国に誇る美味しい桃を自

分の手で収穫することができました。

古民家の中は暑い８月にも関わらず

ひんやり涼しい。昔の人の知恵です。

採れたての桃をその場でいただきま

した。「美味しい！甘い！」の連続！

昔の遊び「竹馬」にも挑戦！民家園

で出会ったもの全てに興味津々。

桃にまつわるクイズも行われまし

た。これであなたも“もも博士”！？
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      総数 １，９８２人（前月比 ＋２２人） 

                                       ２００８.７.３１現在 

ランク 国 名 人 数 前年同月比

１ 中  国 １，０２２ ７３

２ フィリピン ４４２ ０

３ 韓国･朝鮮 ２０６ －２５

４ ブラジル ７０ －１４

５ アメリカ ５３ －１

そ の 他 １８９ －９

合   計 １，９８２ ２４

 

 

 

 

 

 

 

ご入会いただくと・・・ 

・会報ユニバースをお届け 

・イベント参加費がお得！！ 

・国際交流・国際支援団体からのご案内をお届け 

などの特典があります。 

皆さんのご入会をお待ちしております！ 
 

個人会員  １，０００円 

学生会員    ５００円（中学生以上） 

団体会員 １０，０００円 
 

※今年度より会費が一部改正されています。 

個人会員および学生会員は昨年度と会費が異なって 

いますので、ご入金の際はご注意ください。 
 

★継続会員 

（個人） 

八巻一夫、半澤喜美子、佐藤幸英、平塚たみ子、 

久保哲二、小林菜穂子、澁谷ちひろ、齊藤美重、 

齊藤宏明、水野美枝子、成田ひろみ、荒嘉一、 

氏家徳子、布田節子、宮島晃助、小林豊、 

渡辺信子、小出真奈美、野地克彦、尾股正昭、 

尾股恵美子、岩下哲雄、岩下愛子、浅野千枝美、 

遠藤清悟、小笠原範、渡辺正朗、鈴木英司、 

佐藤キイ、半澤敏雄、加藤光邦、高瀬信弥、 

菅野昭義、紺野啓三、荒井政章、杉内剛 

（学生） 

  荒亮祐、大内智之、李璐偉 

（団体） 

福島日中文化交流会、福島日本語学院、 

ＮＰＯ法人ふくかんねっと、 

新ふくしま農業協同組合、福島市日中友好協会、 

福島ユネスコ協会、福島国際交流の会、 

㈱テレビユー福島、ソロプチミスト福島、 

㈱インフォメーション・ネットワーク福島、 

全日本中国旅行㈱、福島２１ロータリークラブ、 

㈱日華里優人旅行社、東北電力㈱福島営業所、 

近畿日本ツーリスト㈱福島支店、福島日仏協会 

 

★新規会員 

（個人） 

篠木美佳、佐藤明子、佐藤さち恵、若月勉、 

渡邉純子、久家雅子、石田光路、斎藤亜沙子、 

菅野智史、山浦清香、水嶋いづみ 

（学生） 

鄭妮、劉瓊、蔡小煦、齊藤佳南、 

李瑞、李碩、王鳳、浅野汐香 

（団体） 

飯野町国際交流ネットワーク 

 

（順不同、敬称略、H20.8.25 現在） 

地球のステージ３ ～国境なき大地～ 
ライヴ音楽と大画面の映像、スライドによる

語りを組み合わせた、全く新しいタイプのコン

サート・ステージである「地球のステージ」が

今年も福島市で開催されます。 

 世界で起きている様々な出来事を、音楽と大

画面のビデオ、スライドに写し出し、語りと曲

で構成していくステージです。 
 

日時：平成２０年９月６日（土） 

１４時～１６時３０分 

会場：パルセいいざか（飯坂町字筑前２７－１）

定員：１，９４０名 

※同封されております「地球のステージ３」

チケットにて１０名まで入場できます。 

（ユニバースネット配信の方でチケットをご希望

の方は F-IFA 事務局までご連絡ください。） 
 

詳しくは、福島商工会議所青年部 

（℡ 024-536-5511）まで 

お問い合わせ下さい。

インターンシップで F-IFA 事務局の一員に！
福島学院大学短期大学部１年の清野和樹さんが、今

年度のインターンシップ制度で F-IFA 事務局で職業

体験を行いました。その感想がこちらです。 

私にとってインターンシップとは、直接的に社会に

触れることができる大切な機会であると思います。

今回の研修を通して、社会人になるには自分に何が

不足しているのか、また自分が優れている点を見つ

けることができました。研修中には、ふれあいネッ

トワーク事業の企画案作りにも挑戦しました。私は

正直インターンシップを受けるまではこの協会を知

りませんでした。しかし今回様々な体験をさせて頂

き少しずつ知ることができました。今後国際化が進

んでいく中で多文化共生は大切であると思います。
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